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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

ʲετʔϦʔʳ
　赤穂の名をશ国にらしめた赤穂事݅。後に史
実を元にしてඳかれた「ਉଂ」は、現代にࢸる
まで数々の語をҭんできた。
　そのの多くは江戸にあるが、赤穂にはٛ࢜
らが実際に住んでいた土地、またをࣥってい
た城が残されている。ٛ࢜をࡇ神としてѻった
赤穂大石神社がݐ立されている΄か、ٛ࢜Ώかり
の々が残る社寺が数多く点ࡏしており、旧赤穂
城下町内に残るٛ࢜Ώかりの歴史文ԽҨ࢈を८る
ことによって、史実とඳかれた語の背景をる
ことができる。
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